


平成２９年度病院年報の発刊にあたって 

院長 丸 木   親 

 獨協医科大学埼玉医療センターの開設や順天堂大学の浦和美園への進出が予定され、当

院のこの地域における立ち位置について考え直すべき時期が来ている。埼玉県の東部地域

は比較的大きな自治体病院が多く、今まで超急性期から慢性期まで幅広い患者を受け入れ

て来た。近年の専門医制度や働き方改革の中で専門医の集約化、偏在是正という流れがで

き、特定の治療には施設基準や専門医の常勤などの必要性が厳しく問われ、条件を満たす

ためには多額の設備投資や人員確保の努力が必要となっている。病床稼働率が上がっても

材料費や人件費にとられ、あまり収益につながらない。埼玉県の一部地域では、地方の大

手病院グループが厚生連などの公的病院を買い取り、積極的に急性期医療に参入して来て

いる。中小規模の自治体が単独で、超急性期機能を持った総合病院を持つことは難しくなっ

たのではないかと思う。 

 総合病院をそこら中に配置していては、人員不足はいつまでたっても解決はしない。当

院には幸い産科・婦人科をはじめとして、立派に専門医養成施設となれる診療科はいくつ

か存在するが、全ての科がそのような状況ではないことは認めざるを得ない。そのような

中、最も効果の上がる収益確保の方法は、前方連携を強め入院患者さんを広く受け入れ、

後方の連携施設（超急性期を含む）や療養型病院、在宅介護に速やかに送ることで在院日

数を減らし、病床の稼働率を上げていくことだけである。看護部の協力もあり、現在専門

病棟という概念を無くし、院内総混合病棟化を進めていることが病床稼働率アップに繋

がっているが、今後もこの様な努力が必須である。 

 自分の科や自分の病棟の患者ではないと言い切るためには、実は時間も手間もかかる。

まして多くは多病の高齢者の方で、介入の余地がある部分は各科とも多い。短時間にトリ

アージュして頂くために総合診療医を配置したが、そのトリアージュの指示に従っていた

だくことはすでに院内の約束事項である。それでも担当科への入院が困難なら、診療部長

の判断で稼働率の低い病棟の担当科にお願いするというのもすでに決まったルールだと再

確認いただきたい。専門医でも診られる患者さん、他科病棟でも診られる患者さんは多い。 

 どうかいつもお願いしている様に、通常の時間内に来られた患者さんや紹介患者さんに

対しては、手ぶらで帰す様な対応は絶対にしないで頂きたい。困って来られる患者さんに

具体的な行動を指示して頂きたい。もちろん病診連携室にお願いして対応してもいいであ

ろう。できれば時間外救急にも徐々に力を入れたいとは思っているが、やはり救急専従の

夜勤医師の配置が必要となるので直ぐには実行不可能である。地域住民には、かかりつけ



医を持って頂くこと、転院する際に紹介状を持ってくることや専門医には予約しないとす

ぐには診てもらえないことなどをお願いし、理解を浸透させていかなくてはならない。   

 紹介率も逆紹介率も高い地域支援病院になっていくことは診療報酬上の利点からも目標

ではあるが、本来の自治体病院の存在意義とは地域住民に頼られ、あそこに行けばなんと

かしてもらえるという信頼を裏切らない病院であることと思う。そのためにも、職員全員

が少なくとも時間内に来られた患者さんにはウエルカムなのだという態度で接していただ

くことが大切だと考える。当院の目指すところは地域医療連携の入り口でありハブとなる

病院なのである。 



病 院 の 理 念

私たちは地域の健康を守るため最良の医療を志向し、愛され信頼される医

療を行なうにあたり、次のことを実践します。 

－ smile , safety , satisfaction － 

 ○私たちは病院の使命を自覚し、患者様のニーズに応える医療を提供します。 

 ○私たちは医療の向上に努め、生命の尊厳を重視し安全な医療を提供します。 

 ○私たちは患者様の視点に立ち、患者様が満足できる医療を提供します。 

平成１４年４月１日制定 

基 本 方 針

１）救急医療を充実させ、地域住民の求める医療に積極的に応えます。 

２）医療連携を積極的に推進し、地域に根ざした医療を展開します。 

３） 安全な医療を旨とし、医療の質・患者サービスの向上を図ります。

４）確かな技術で、高度な医療を展開します。 

５）職員は使命感と誇りを持ち、夢と感動ある医療を実践します。 

６）安定した経営基盤を確立し、限りある医療資源を有効に活用します。 

７）「患者の権利と責務」を遵守し、患者様との信頼関係に結ばれた医療の

提供を目指します。 

平成１９年４月１日制定 

平成３０年４月１日改定
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